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滋
賀
県
大
津
市
坂
本
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
総
本
山
西
教
寺
は
、
明
智
家
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

境
内
に
は
、
明
智
光
秀
一
族
の
墓
お
よ
び
熙
子
の
墓
が
あ
り
、
光
秀
と
の
縁
の
深
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

二
〇
二
〇
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
映
に
合
わ
せ
、
「
び
わ
湖
大
津 

光
秀
大
博
覧

会
」
と
題
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
要
会
場
四
つ
の
う
ち
の
二
つ
が
「
西
教
寺
」
「
西
教

寺
禅
明
坊
」
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め
ま
し
た
。 

 

今
回
は
西
教
寺
と
明
智
光
秀
を
は
じ
め
と
す
る
明
智
一
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
西
教
寺
の
由
緒
に
つ
い
て
、
境
内
に
あ
る
説
明
板
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
西
教
寺
は
、
聖
徳
太
子
が
、
仏
法
の
師
で
あ
る
慧
慈
・
慧
聴
の
た
め
に
開
創
さ
れ
た
寺
で
、
推
古
天
皇

の
二
十
六
年
（
六
一
八
）
に
大
窪
山
の
号
を
た
ま
わ
り
、
天
智
天
皇
の
八
年
（
六
六
九
）
に
西
教
寺
の
号

を
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

寺
記
に
は
天
台
座
主
慈
恵
大
師
良
源
大
僧
正
・
恵
心
僧
都
が
念
佛
道
場
と
し
た
。
そ
の
後
、
比
叡
山
で

修
業
さ
れ
た
真
盛
上
人
が
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
入
寺
し
、
不
断
念
佛
の
根
本
道
場
と
し
て
、
西
教

寺
を
再
興
さ
せ
た
。
・
・
・
以
下
、
省
略
」 

  

真
盛
は
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
、
伊
勢
国
一
志
郡
に
生
ま
れ
、
十
九
才
の
時
に
比
叡
山
に
登
り
、
二
十

年
修
行
し
た
後
に
、
山
を
下
り
、
西
教
寺
に
入
り
ま
し
た
。
諸
人
の
信
仰
を
集
め
、
宮
中
や
幕
府
に
も
そ

の
影
響
を
与
え
て
い
き
ま
す
。
交
流
の
あ
っ
た
人
々
と
し
て
は
、
後
土
御
門
天
皇
・
後
柏
原
天
皇
・
三
条

西
実
隆
・
近
衛
政
家
・
足
利
義
政
・
日
野
富
子
な
ど
、
錚
々
た
る
面
々
が
名
を
連
ね
ま
す
。 

 

西
教
寺
の
興
隆
は
真
盛
没
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
一
夜
に
し
て
灰
燼
に
帰
し
た
の
が
、
元

亀
二
年
（
一
五
七
一
）
九
月
十
二
日
の
織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
焼
き
討
ち
で
す
。 

 

比
叡
山
麓
に
あ
る
西
教
寺
は
、
織
田
軍
に
よ
り
日
吉
社
や
坂
本
の
町
と
と
も
に
焼
か
れ
ま
す
。 

再
興
は
、
延
暦
寺
・
日
吉
社
よ
り
早
く
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
棟
札

よ
り
わ
か
り
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
よ
り
前
に
、
復
興
の
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
、
明
智
光
秀
で
す
。 

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
五
月
二
十
四
日
、
明
智
光
秀
は
今
堅
田
の
合
戦
で
の
戦
死
者
十
八
人
を
弔
う

た
め
、
西
教
寺
に
供
養
米
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
（
※
１
） 

光
秀
は
比
叡
山
焼
討
後
に
信
長
よ
り
近
江
滋
賀
郡
を
任
さ
れ
、
坂
本
城
を
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。 

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
二
月
二
十
九
日
、
足
利
義
昭
に
与
し
た
堅
田
の
反
織
田
派
と
戦
っ
た
今
堅
田
の

戦
死
者
の
供
養
を
、
当
時
本
堂
も
な
く
、
反
信
長
派
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
西
教
寺
に
依
頼
し
た
の

で
す
。
領
地
坂
本
の
復
興
に
も
配
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
こ
の
書
状
で
光
秀
は
、
「
咲
庵 

光
秀
」
と
署
名
し
て
い
ま
す
。
「
咲
庵
」
は
光
秀
の
雅
号
と
思
わ



 

 

れ
ま
す
が
、
「
咲
庵
」
と
署
名
し
た
文
書
は
こ
れ
以
外
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

  

次
に
西
教
寺
と
明
智
光
秀
が
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
で
す
。 

こ
の
年
、
光
秀
は
大
病
を
患
い
、
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
坂
本
城
に
て
治
療
・
静
養
し
ま
す
。 

  

『
兼
見
卿
記 

第
一
』 
天
正
四
年 

「 

五
月
二
十
三
日
条 

惟
日
以
外
依
所
労
帰
陣
、
在
京
也
、
罷
向
、
道
三
療
治
云
々 

五
月
二
十
四
日
条 

惟
日
断
念
之
事
自
女
房
衆
申
来
、
撫
物
以
下
之
事
以
一
書
返
答 

五
月
二
十
六
日
条 

・
・
・
、
入
夜
自
惟
日
女
房
衆
、
以
大
中
寺
祈
念
之
事
申
来
、
為
惟
日
御
見
廻

自
左
大
将
殿
隼
原
御
使
云
々 

七
月
十
四
日
条 

 

・
・
・
、
惟
任
日
向
守
為
見
廻
下
向
坂
本
、
帷
一
端
越
後
、
持
参
、
面
会
、 

」 

  

大
坂
の
戦
陣
に
あ
っ
た
光
秀
が
病
を
発
し
、
京
に
戻
り
、
曲
直
瀬
道
三
が
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り
、
光

秀
室
が
病
気
快
癒
の
祈
念
を
吉
田
兼
見
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
光
秀
は
坂
本
に
帰
り
、
七
月
に
兼

見
は
坂
本
に
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
今
度
は
光
秀
室
が
病
に
倒
れ
ま
す
。 

 

「 

十
月
十
日
条 

 
 

惟
日
女
房
衆
所
労
也
、
祈
念
之
事
申
来
、
祓
・
守
令
持
参
見
廻
了 

 
 

十
月
二
十
四
日
条 

惟
日
女
房
衆
所
労
験
気
也
、
先
日
祈
念
祝
着
之
由
、
以
非
在
軒
折
幣
銀
子
一
枚

到
来
、 

 
 

十
月
二
十
七
日
条 

惟
日
在
京
也
、
罷
向
、 

 
 

十
一
月
二
日
条 

 

・
・
・
、
惟
日
女
房
衆
所
労
見
廻
罷
向
、
惟
日
面
会
、 

」 

  

こ
の
頃
、
光
秀
室
は
京
に
い
た
よ
う
で
す
。
夫
婦
が
互
い
を
思
い
合
う
厚
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
十
二 

十
四
日
に
い
っ
た
ん
快
癒
し
た
よ
う
に
見
え
た
光
秀
室
の
病
で
し
た
が
、
再
び
所
労
に
倒
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
あ
と
、『
兼
見
卿
記
』
の
記
事
に
は
見
え
な
く
な
り
ま
す
が
、
西
教
寺
に
伝
わ
る
文
書
に
、
十
一
月 

七
日
、
逝
去
の
記
事
が
見
え
ま
す
。 

  

『
戎
光
山
西
教
律
寺
記
』 

四
年
丙
子
光
秀
公
之
令
室
逝 

十
一
月
七
日
法
名
□
福
月
真
祐
大
姉 

 

光
秀
室
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
『
明
智
軍
記
』
で
は
坂
本
落
城
時
、
と
し
て
い
ま
す
が
、
も
と
よ
り
軍
記 

も
の
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
兼
見
卿
記
』
の
流
れ
か
ら
見
て
、
天
正
四
年
十
一

月
七
日
が
史
実
と
思
わ
れ
ま
す
。 

二
〇
二
〇
年
に
聖
聚
来
迎
寺
で
見
つ
か
っ
た
「
仏
涅
槃
図
」
の
裏
面
寄
進
銘
の
名
か
に
光
秀
室
の
法
名
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
「
仏
涅
槃
図
」
は
天
正
九
年
八
月
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
光
秀
室
が
亡



 

 

く
な
っ
て
い
る
傍
証
と
い
え
ま
す
。 

 

光
秀
室
は
西
教
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
墓
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

墓
碑
に
は
「
為
福
月
真
祐
大
姉 

十
一
月
七
日
」
と
あ
り
ま
す
。 

  

こ
の
ほ
か
に
も
明
智
光
秀
と
西
教
寺
は
、
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
、
西
教
寺
塔
頭
実
成
坊
の
過

去
帳
に
以
下
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
（
西
教
寺
の
説
明
板
よ
り
） 

 

「 

天
正
二
年
五
月
十
五
日 

 

梅
岩
廣
秀
禅
定
門
（
濃
州
明
智
三
郎
四
郎
） 

 
 

天
正
三
年
六
月
十
八
日 

 

圓
光
宗
梅
禅
定
門
（
明
智
殿
幕
下
） 

 
 

天
正
七
年
二
月
十
日 

 
 

宗
普
法
師 

 
 

天
正
七
年
十
一
月
十
二
日 

盛
賢
禅
定
門
（
濃
州
妻
木
） 

 
 

天
正
七
年
十
一
月
十
二
日 

盛
厳
禅
定
門 

 
 

天
正
十
年
六
月
十
四
日 

 

秀
岳
宗
光
大
禅
定
門
（
明
智
十
兵
衛
尉
殿
日
向
守
光
秀
） 

 
 

天
正
十
年
六
月
十
八
日 

 

一
友
宗
心
居
士
（
濃
州
明
智
藤
右
衛
門
） 

」 

  

天
正
十
年
六
月
、
本
能
寺
の
変
後
、
山
崎
の
合
戦
で
敗
れ
、
明
智
光
秀
が
敗
死
す
る
と
、
坂
本
城
は
秀

吉
方
の
堀
秀
政
に
攻
め
ら
れ
、
六
月
十
五
日
に
落
城
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
六
月
十
八
日
に
明
智
藤
右
衛
門
が
西
教
寺
に
て
自
害
し
て
い
ま
す
。
藤
右
衛
門
は
妻
木
広
忠
と

い
い
、
光
秀
室
の
叔
父
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
右
衛
門
は
西
教
寺
に
光
秀
一
族
の
菩
提
供
養
を
依
頼
し
た

上
で
、
自
害
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
説
明
板
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
気
に
な
る
人
物
と
し
て
、 

長
翁
貞
寿
大
姉 

 

明
智
惟
任
日
向
守
御
妹 

 

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
（
『
実
成
坊
過
去
帳
』
）。
こ
の
女
性
が
信
長
の
側
室
で
あ
り
、
信
長
と
光
秀
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
御
妻
木
殿
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
天
正
九
年
八
月
六

日
頃
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
聖
聚
来
迎
寺
の
「
仏
涅
槃
図
」
も
天
正
九
年
八
月
で
あ
り
、
「
御

妻
木
殿
」
死
去
に
際
し
て
、
寄
進
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

明
智
一
族
ゆ
か
り
の
寺
、
西
教
寺
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  

※
１ 

明
智
光
秀
寄
進
状
（
藤
田
達
生
・
福
島
克
彦
編
『
明
智
光
秀 

史
料
で
読
む
戦
国
史
』
明
智
光
秀

文
書
集
成 

三
一
号
文
書
） 
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大
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